
   神守中学校           

令和２年度 第３学年 学年通信 

                                       No. ３ 

令和２年６月１９日発行     

 

 

 

 

本来なら４月の時点で３年生となり、少しずつその自覚が出てくる頃ですが、

今の生徒にとっては、この６月が新たな学校生活のスタートとなりました。学年

集会や担任からの話を通して、少しずつ３年生としての自覚が出てきたように感

じます。例えば、先生を待っている間でも自分たちでどういう行動をしなければ

いけないのかを考え、静かに落ち着いて待つことができていたり、コロナウイル

スへの対応で学校生活にも様々な制限がある中で、周りの人のことを考えて行動していたりする姿があり

ます。他にも、これまでは課題をあまり提出できていなかった生徒が、きちんと出すようになるなど、ほ

んの小さな成長でもそれが見られると嬉しく思います。３年生として後輩たちの手本となる行動を今後も

考えてほしいと思います。 

 

 

 

 

休校が明けて、学校生活が再開しました。すべてが元の通りにとはいきませ

んが、１つのクラスで生活していくということに変わりはありません。中学校

生活の最後の１年をクラスとしてどう過ごすのか？クラスの様子や担任の先生

の想いなどをもとに、アイデアを出し合って決定した学級目標を紹介します。

クラスの仲間とともに成長できる１年間にしていきましょう。 

 

○Ａ組 「城」 

 でこぼこした石を積み上げる石垣のように、一人一人のよさを活かしながら、この1年間、3A全員で

様々な経験を積んでいきます。最後には、立派な城を完成させ卒業します。 

○Ｂ組 「ビールとえだまめ」 

 ビールと枝豆が合うように、先生と生徒、生徒同士がいい関係をつくっていく。また、枝豆が連なるよう

に連帯感をもって何事も取り組んでいきます。ちなみに「Ｂｅｅｒ（＝ビール）」「Ｂｅａｎｓ（＝豆）」

がＢ組と掛かっています。 

○Ｃ組 「カメレオン」 

時と場所に応じてカメレオンのように変幻自在に対応できる集団になることで、全員で高め合い、居心地

のよいクラスにしていきます。 

○Ｄ組 「ＡＴＭ  明るく・楽しく・前向きに」 

中学校生活最後の１年、クラスみんなで明るい雰囲気をつくり、互いに感謝の気持ちをもって卒業に向け、

楽しい１年にしていきたいという思いを込めています。 

 


